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第 1章では高周波誘導加熱の供給電力, 周波数, 加熱時問などの基礎的条件について概説している｡










鋼の高周波焼入を行なう場合, 表面層を加熱後急冷却L A l 変態を阻止することが重要である｡ そのた





































るため, 加熱過程における試料の温度分布を実測し, 焼入効果を観察するとともに, 加熱竃九 電力量な
どの諸条件と加熱効率を求めてその検討を行なっている｡
また高周波焼入法において冷却液の噴射冷却を行なう場合, その冷却液の種類, 液温, 流速, 濃度など
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が試料表面および内部の冷却速度におよぼす影響を測定し, それぞれの冷却特性と満足な焼入を実施する
ため必要な冷却条件を求めている｡ とくに高周波焼入を実施する場合発生する危険のある焼割れ現象の原
因を探究するとともに, その焼割れ防止条件と合成樹脂水溶液を用いた防止法を明らかにしている｡
最後に高周波加熱による短時間焼戻し処理法は, 普通の焼戻し法と同一の効果が得られ, かつ経済的な
処理法であることを述べている｡
これを要するに本論文は鋼の高周波表面焼入法を工業的分野に応用する場合, 実用上の技術的諸問題に
ついて多くの解明を与えたものであって, 学術上, 工業上寄与するところが少なくない｡
よって木論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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